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　　地方の工業化と電化を牽引した近代製糸業の歴史
　　その典型的な事例を求め岡谷市蚕糸博物館を訪問
　　　　     ～電化の推進役は製糸業向けの水力発電～

                                                                 　　　　　　　　　　　 （取材・構成／本紙編集部）

になったのだ。
　一方でその資金源ともなる、日本から西欧に向けた
当時最大の輸出品はといえば、上質で安価な「シルク
（絹糸）」だった（その状況は昭和初期まで続く）。
　1854（安政 1）年に立て続けに締結された日米和親
条約、日英和親条約、日露和親条約、その後の各国と
の修好通商条約などを通じて、横浜・長崎・兵庫・函
館などの主要港湾は明治維新の前に開港、西欧諸国を
軸とする当時のグローバリズムへの窓口となった。
　その頃から現在の長野県、山梨県、群馬県、東京多

☆製糸業が牽引した機械化と地方の電化
　明治時代前半の文明開化期において、日本が目指す
べき目標と位置付けた西欧諸国からの最大の輸入品
は、端的には近代化に不可欠な各種の社会制度、蒸気
機関（動力）をベースとする近代工業にまつわる各種
機械技術、さらには「灯り」（ガスや電気）の導入だっ
たといえるだろう。
　それらの迅速な輸入・移入こそが、西欧諸国を軸と
する文明国への仲間入りを手っ取り早く達成するため
に不可欠な道と定め、日本は国を挙げて邁進すること

および人力の時代（明治時代初期）から蒸気力による
自動化の時代（およそ明治 20 年代～）への転換、さ
らに電気による電動力への転換（明治 30 年代～）を
国内で最も早く行った産業の一つとしても注目され
る。その点においても長野県の製糸業は、目覚ましい
成果を上げている。

摩地区など、もともと養蚕業
が盛んで、製糸業（生糸生産業）
の基盤ができていたエリアか
らは、輸出品の積出港である
横浜港と地域を結ぶシルク
ロードがネットワーク的に形
成されていた。
　それがさらに明治以降も、
明治政府最大施策の一つであ
る殖産興業の推進源ともなっ
ていった。
　なかでも先ごろ世界文化遺
産にも登録された群馬県の富
岡製糸場（1872＝明治 5 年操
業開始）は、明治政府肝煎り
の官営模範工場と位置づけら
れ、西欧の最先端の機械設備
が常にリアルタイムで導入さ
れるとともに、国内産地全体
のモデルとなっていった。
　それによって、富岡製糸場
は、安価ではあったものの品
質があまりよくないとされて
いた幕末期の日本製シルク全
般の近代化（品質向上・標準化）
を目指すための牽引役として、
産業全体のシンボルとしての
役割なども果たしたといえる。
　そのせいもあってか、現代
の目で明治時代の製糸業を振
り返ると、富岡製糸場ばかり
がクローズアップされる傾向
がある。しかし、国内で最も輸出用生糸の生産量が多
かったのは、実は長野県（とくに諏訪地方）だった。
　また、製糸業は日本の近代化の始まりの時期に最大
の輸出品になっただけでなく、その技術的変遷（進化）
は後の日本の機械工業の基盤にもなっていった。
　同時に機械を駆動させるための水車を活用した水力

6）年まで稼働した実物だ。
　製糸業の基本は蚕の繭を煮て、そこから糸を一本ず
つ繰り出し、巻いていく作業が最初ある。このフラン
ス式操糸機には担当者（工女）が 1 人つき、繭から糸
を引き出して機械に巻き取らせる作業を行う。
　しかし、輸入品のため、日本人の若い工女が取り扱
うには、サイズ的に不便な面などがあった。写真4の「諏
訪式操糸機（日本機械学会・機械遺産認定）」は、1875（明
治 8）年に、岡谷で開発されたもの。小柄な日本の工
女が扱いやすい大きさにダウンサイジングされている
ほか、随所に扱いやすさが追求されている。
　また、時代は少し跳ぶが、写真 5 の「御法川式多条
操糸機」は、1907（明治 40）年に発明家・御法川直三
郎が開発した操糸機だ。前述の「諏訪式操糸機」をよ
り扱いやすく、合理的に繰糸作業を行うことができた。
　さらに写真 7 の「RM 型自動繰糸機」は日産自動車
の前身の一つ、プリンス自動車工業が昭和 30 年代に

　たとえば富岡製糸場では官営模範工場にふさわし
く、前述のように常に西欧の最新式の機械が導入され
ていった。それに対し、他の地域では、富岡製糸場の
最新鋭機械を参考に独自の工夫を加えた「国産化」が
それぞれに図られていく。
　なかでも長野県では技術の国産化が顕著で、その中
心は現在の岡谷市をはじめとする諏訪地方だった。
　今回訪問した長野県岡谷市「岡谷市蚕糸博物館」の
各種展示は、まさにその軌跡を追うのにぴったりの工
夫（動態展示など）がなされている。

☆創意工夫に満ちた国産繰糸機の系譜
　岡谷の製糸業における電化の前に、岡谷市蚕糸博物
館に展示されている機械の変遷を簡単にご紹介した
い。まず写真 3 の機械は「フランス式操糸機（日本機
械学会・機械遺産認定）」といい、1872（明治 5）年
の富岡製糸場の創業とともに導入され、1931（昭和

所「落合発電所（出力 60kW）」を建設。2 年後の
1903 年には早くも出力を倍の 120ｋＷに増強した。
　これはそれだけエリアからの電力需要が多かったこ
とを意味するが、120kW への増強だけでは需要を賄
いきれなかったとされる。
　そこで諏訪電気は 1909 年に新たな発電所「蝶ヶ沢
発電所（250kW）」を建設するとともに、1910 年には

開発した自動繰糸機で、これは後の全自動化に先駆け
る画期的な機械になったとされる。
　製糸業の進化の形（全自動化）が明瞭に表れている
のが、昭和 50 年代から現在に至るまで稼働している
写真 9「ニッサンHR型自動繰糸機」だ。

☆製糸業とともに培われた諏訪地方の電化史
　前述したように製糸業における動力源は、初期の水
車を活用した水力と人力の組み合わせから、要所々々
は人力を使いながらも、蒸気動の時代をへて明治 30
年代から少しずつ電化が図られていった。
　岡谷市周辺の諏訪地方でいえば、1896（明治 29）
年に電気事業許可を得て翌年から事業開始した「諏訪
電気」が、エリア全体の電化とともに製糸業の電化を
強力に推進していった。
　諏訪電気は諏訪地方を流れる砥川の水流を活用し、
1901（明治 34）年に諏訪地方でも初となる水力発電

ちょうど間に位置している
が、工場用照明、用水用動力、
製糸用動力などで乏しい電力
がフル稼働しても足りなかっ
たとされる。蒸気動力や水車
などの水力などと併用されて
いたものと思われる。
　製糸業者の電力不足の悩み
は、1912（明治 45）年以降、
諏訪電気による弱小発電所の
吸収や伊那電車の経営分離な
どの経営努力で解消に向かっ
た。
　そして、1916（大正 5）年
には余剰電力を他の事業に回
すゆとりも出てきたとされ
る。
　諏訪地方の製糸業の発展と

ともに社業を広げていった諏訪電気は、各種の社会状
況の変化などにより紆余曲折の軌跡をへて、最終的に
は 1942（昭和 17）年、現・中部電力の母体の一つなっ
て社名が消える。
　それ以後、岡谷を中心とする諏訪地方の製糸業への
電力供給は中部電力が担い、現在に至っているわけだ
が、製糸業そのものにかつての勢いはもはやない。
　日本の製糸業の中心地である長野県、さらにその中
心・諏訪地方の製糸業者は化学繊維などの発達に押さ
れ、昭和 20 年代から 30 年代にかけて、続々と撤退し
ていく。
　だが製糸業の発展を通じて培われた工業技術は、諏
訪地方全体にモノづくり産業の DNA を形成。その後
の精密機械工業、超精密機械工業の企業立地が進む基
盤となった。
　そして今、岡谷では再び製糸業の DNA、歴史に対
する官民の関心が高まり、養蚕から製糸業、さらには
製品化までのすべてを岡谷で行おうとする新たな動き
が出てきている。新型コロナの出現により、シルク製
品の抗菌力の高さが見直されていることもあり、岡谷
での総合シルク産業樹立への動きは要注目だ。

落合発電所の出力を 200kWに再増強している。
　こうした需要の主力は製糸業にあったと思われる
が、さらにもう一つ、諏訪電気では伊那電車（現・JR
飯田線）を 1907 年に設立しており、そちらへの配電
も大きかったようだ。
　それはともかくとして、岡谷を中心とする諏訪地方
の製糸業はその後も発展を続けていたため、電力供給
に常に難を抱えていた。
　1907（明治 40）年に前述の御法川式操糸機が登場
した時期は、落合発電所の稼働と蝶ヶ沢発電所建設の

写真 1／ 1936（昭和 11）年に製糸業者が寄付した旧岡谷市役所
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